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１．はじめに

　近年、乳がんの罹患率は増加傾向にあるが、乳がん
患者の5年生存率は比較的高い。そのため、治療後の
生活を支援することで生活の質を維持または向上させ
る可能性がある１）。入浴は日本人にとって重要な生活
習慣の一つであり、乳がん術後患者にとっても楽しみ
や癒しの時間である。しかし、術後は身体的、心理的
理由により入浴を躊躇することがある。
　2011年1月には、総務省、厚生労働省、国土交通省
から「ユニバーサル観光の推進」の一環として、乳が
ん患者が入浴時に傷痕をカバーする入浴着の使用を支
援する通達が出された。しかし、厚生労働省の後の調
査によれば、入浴施設に対する周知活動を行っている
自治体は約半数にとどまり1）、一部の施設では入浴着
の着用が認められていない状況である。
　そこで、本研究では乳がん術後患者のQOL向上を
支援する目的で、安心して入浴できる環境を整えるた

めの予備調査を行い、その結果に基づき入浴着の開発
を進めた。本稿では、2016年に行われた予備調査の結
果と入浴着の試作について報告する。

２．本研究の目的

　日本人にとって日課となっている入浴は、身体を清
潔にする物理的な作用に加えて、「疲れをとる」「心身
をリフレッシュさせる」といった効果も期待されてい
る。石澤2）らの研究によれば、全身浴は中壮年の身体
的および心理的健康を向上させる効果があり、精神衛
生上及び医学的にも有益な行為である。竹原3）らのア
ンケート調査によると、入浴を「大好き」「まあまあ
好き」と感じる人が90％にも達し、早坂4）らの研究で
は、自宅での入浴に限らず、銭湯や温泉地への出かけ
が楽しまれていることが示されており、これらの事実
から日本人が入浴を好む文化があると言える。
　しかし、乳がん術後の女性は、外科手術による傷痕
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が原因で入浴施設での入浴を躊躇する傾向があること
が知られている。生命を救うための手術であっても、
乳房の喪失や変形は女性にとって心理的な負担とな
り、これが悲しみや苦痛を引き起こす。実際、「家族
に手術の痕を見せたくない」「温泉は好きだが、手術
の痕があるために行きたくない」といった理由で入浴
施設の利用をためらう乳がん経験者が多いと推測され
る。
　乳がん術後患者のQOL向上に関する研究は、作田5）

らの看護学領域における多くの研究が存在するが、衣
生活からの支援については山本6）や川端7）、岡部8）、谷
田貝9）による研究があるものの、数は多くない。2006
年には高寺ら10）による個人の体型や志向に応じたケ
ア衣料の設計システムの開発が報告されたが、これは
各乳房切除者患者に個別に対応するシステムである。
そのため、汎用的に着用できる入浴着ではなく、広く
利用しやすいものではないため、QOLの向上という
観点からは十分ではないと言える。
　そこで本研究は、個々に対応するものではなく、汎
用性を持ち入浴施設での貸し出しが可能な入浴着を開
発することを目的とする。機能的なデザインを採用し、
誰もがサイズを気にすることなく容易に着脱できる快
適な入浴着の完成を目指して、乳がん術後の女性を対
象に予備調査を行い、入浴着に対する意識や実態を把
握した。また、調査結果に基づき、その要望を反映し
た入浴着の試作品を製作した。
　

３．研究の方法

　本研究では、入浴着の取り扱い方、入浴着に対する
意識や実態を把握し、試作品を作成するための以下の
方法を採用した。
１）市販されている入浴着の種類、素材、価格などの
調査と試着によるヒアリング
　・調査時期：2016年5月～ 9月 
　・�調査方法：インターネットで検索し購入し分析を

行う。
　・�調査内容：市販されている5種類の入浴着に関す

る素材、サイズ展開、価格、特徴、販売元
　・試着時期：2016年5月～ 9月
　・試着対象者：乳がん術後女性50歳代5人
　・�調査方法：市販品と質問用紙を対象者に送付し、

自宅での入浴時の着用と評価を依頼。後日、大学
でヒアリングを実施した。

２）入浴着の周知活動および普及活動に関する調査
　・�調査時期：2016年6月～ 12月 
　・�調査対象団体・施設：関西の自治体、奈良県福祉

医療部、ピンクリボンのお宿ネットワーク事務局、
奈良県内の入浴施設

　・�調査方法：訪問インタビュー、電話インタビュー、
視察、インターネット検索を通じての情報収集

　・�調査内容：入浴着に関する周知活動及び普及活動
について

３）�入浴着に関する認知度、使用状況、意見や要望を
把握するためのアンケート調査

　・�調査時期：2016年6月～ 7月 
　・�調査対象者：あけぼの奈良（乳がん患者会の全国

組織「あけぼの会」の奈良支部）の会員86名
　・�調査方法：「あけぼの奈良」を通じて質問用紙を

郵送し、会員に配布後、郵送で回収
　・�調査内容：入浴着の認知度、使用状況、入浴着に

対する要望など
 　　　主なアンケート項目
　　　　　　年齢
　　　　　　乳がんに罹患した年齢
　　　　　　入浴着を知っているか　
　　　　　　入浴着を知ったきっかけ
　　　　　　�温泉へ行きたくても行けない経験をした

ことがあるか　
　　　　　　�入浴着があれば気軽に温泉へ行けると思

うか
　　　　　　入浴着があっても温泉に行けない理由
　　　　　　入浴や入浴着についての意見、要望
４）入浴着の試作
　・�試作時期：2016年7月～ 12月
　・�試作方法：市販の入浴着の試着による評価結果を

基に、生地の選定とデザイン、縫製方法の検討を
行った。

５）試作入浴着の試着とヒアリングによる調査
　・�調査時期：2016年10月～ 12月 
　・�調査対象者：「あけぼの奈良」（乳がん患者の会全

国組織「あけぼの会」奈良支部）の会員5名
　・�調査方法：試作入浴着と質問用紙を対象者に配布

し、自宅での入浴時に着用してもらい、その評価
を実施。後に大学でヒアリングを行った。

　・�調査内容：試作入浴着の着用感と着脱のしやすさ
について、入浴前、入浴中、入浴後の各段階で評
価を行った。

６） 倫理的配慮
　本研究の目的と倫理的配慮は、研究対象者に書面に
よって説明された。アンケートは無記名で実施され、
記入後は回答者自身による封緘が行われ、名前の記載
がない封筒に入れて投函されることで、個人の特定防
止に努めた。さらに、アンケートによる研究データと
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試作品の試着に関するヒアリングデータは、第三者に
よる閲覧が不可能なよう厳重に管理された。

４．結果および考察　

１）市販入浴着の種類、素材、価格の調査
　現在市販されている5種類の入浴着に関して、素材、
サイズ展開、価格、特徴、販売元を調査した（表１）。
　これらの入浴着は、撥水性に優れたポリエステルや
ナイロンを主に使用しており、伸縮性を加えるためポ
リウレタンを混紡している例もあった。一方、タオル
生地で作られた入浴着は綿100％であり、湯船に浸か
ることができないという問題が指摘されている。

　入浴着の価格は4,000円前後で比較的高価であり、
入浴施設での着用が広く認められているかどうかが不
明確であるため、購入を躊躇する人が多いと考えられ
る。使用される生地の色は落ち着いたベージュ、華や
かなピンク、オフホワイト、柄物など多様で、目立た
ないようなものや水着感覚で着用するものに分かれて
いる。特徴として、生地には防菌防臭効果や消臭効果
を付加したものがあり、透け防止のため前部を二重に
する工夫や、胸の形をカバーするために胸元にひだを
設けた立体的なデザインが見られる。これらの特徴は、
入浴着のデザインに多様なアイディアと工夫が施され
ていることを示している。また、試着を行った女性か
らは、手術痕を目立たせない厚めで軽量な生地、濡れ

表１．市販されている入浴着と諸元11）
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ても肌に張り付かない素材、お湯で浮かばない設計な
どの要望が寄せられた。これらの意見を取り入れた入
浴着が市販されれば、利用者はより快適に入浴を楽し
むことができると考えられる。
　
２） 入浴着の周知活動や普及活動に関する調査
　2011年に国は各自治体に対し、入浴着着用の理解促
進を目的とした通達を出した。この措置は、乳がん術
後の女性を支援する意図を持つ活動の一環である。本
研究では、入浴着の着用に関する周知と普及のための
活動の現状について調査を実施した。
　

① ポスターの作成及び掲示
　2016年時点で関西地区の大阪府、滋賀県、三重県の
各自治体は、入浴着着用に対する理解を深めるための
ポスターを作成していた（表2）。大阪府においては、「日
本乳がんピンクリボン運動」を展開するNPO法人
J.POSHが作成したポスターが一部の入浴施設に掲示
されている事例もあった。一方で奈良県では、ポスター
の作成は行われず、入浴着の着用を認める施設はわず
か1か所のみであることが確認された。自治体や入浴
施設によっては入浴着の着用に理解を示す取り組みが
見られるが、奈良県における取り組みは不十分である
と考えられる。
　

②　旅館組合ネットワークによる乳がん術後女性への
支援
　全国の宿泊施設や温泉地を運営する旅館組合は、「ピ
ンクリボンのお宿ネットワーク」運動に賛同する企業
と共に、乳がん術後の女性への支援活動を展開してい
る。年1回発行される冊子には、加盟宿館の名称や貸
切風呂、露天風呂付客室、大浴場の仕切り、入浴着の
使用許可、販売、レンタルに関する情報が掲載されて
いる。2017年の時点で加盟している施設数は100館で
あり、そのうち入浴着の使用を許可している施設は46
館、販売している施設は8館、レンタルを行っている
施設は16館であった。貸切風呂や大浴場の仕切りの提
供はあるが、入浴着使用を許可する施設が全体の半数
以下であり、販売やレンタルを行っている施設も限ら
れているため、乳がん術後の女性が気軽に入浴できる
環境の整備には、旅館組合ネットワークによるより積
極的な取り組みが求められる。
３）入浴着に関するアンケート調査
　入浴着の認知度、使用状況、および入浴着に関する

意見や要望を把握するため、アンケート調査を実施し
た。
　アンケートの回答結果とその考察は以下の通りであ
る。回答者は40歳代から80歳代の43人で、回収率は
50.0％であった（図1）。乳がんに罹患した年齢の範囲
は30歳代から70歳代であった（図2）。入浴時に乳がん
手術痕をカバーする入浴着の存在についての質問に対
し、回答者の約半数が認知していないと回答した（図
3）。これは乳がん患者の会の会員であっても入浴着の
認知度が低いことを示唆している。入浴着を知ってい
ると回答した20人に知るきっかけを尋ねたところ、「人
から聞いた」が10人、「テレビやインターネットで知っ
た」が6人、「実物を見て知った」が2人であった（図4）。
この結果からは、会員間の情報交換や会員への情報発
信の重要性が認識される。
　入浴施設への訪問を希望しながらも実現できなかっ
た経験に関する質問では、回答者の約56%がそのよう
な経験があると回答しており、これは入浴施設の利用
が一部の人にとって障壁となっていることを示唆して

表2．作成、入浴施設に掲示されているポスター
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いる（図5）。入浴着があれば気軽に入浴施設に行ける
と考えるかについては、大多数の56%が「わからない」
と答えており、入浴着に対する認識の不明瞭さや、そ
れが利用のしやすさにどのように影響するかについて
の不確かさを反映している（図6）。
　入浴着の存在を「知っている」人は、「知らない」
人に比べて入浴施設の利用に関して肯定的であると
「思う」割合が低く、40%が「思わない」と答えてい
る（図7）。これは、入浴着の認知が直接入浴施設の利
用意欲に影響を与えているわけではないことを示唆し
ている。この結果から、現在市販されている入浴着に

は実用性に欠ける問題点が存在するか、利用者の要望
が十分に反映されていない可能性がある。これは、市
販品の改善や改良の必要性を示しており、今後の製品
開発において考慮すべき課題を浮き彫りにしている。
　さらに、入浴施設の利用に対する障壁として「入浴
着を着用することが目立つ」と答えた人が最も多く、
入浴着の社会的受容性に対する懸念があることが示さ
れた（図8）。入浴着の販売場所や着心地に関する不安
も少数ながら挙げられており、これらの要素が入浴施
設への訪問を妨げる可能性があることを示唆してい
る。

図２　乳がんに罹患した年齢（ｎ＝43）図１　アンケートに回答した年齢分布（ｎ＝43）

図4　入浴着を何で知りましたか（ｎ＝19）図3　入浴着を知っていますか（ｎ＝43）
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図5　入浴施設に行きたくてもいけないという
思いをしたことはありますか（ｎ＝43）

図6　入浴着があれば気軽に入浴施設に行けると
思いますか（ｎ＝43）

図7　入浴着の認知度と入浴施設利用意向の関連（ｎ＝43）　

図8「入浴着があれば気軽に入浴施設に行けると思いますか」の質問に「思わない」「わからない」
と答えた方の理由（ｎ＝37　重複解答）　
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　これらの結果から、入浴施設を利用する際の心理的
および社会的な障壁を理解し、それらを軽減するため
の具体的な措置が重要であると考えられる。また、入
浴着の社会的受容性を高め、販売場所や利用方法に関
する情報を提供することで、特に乳がん術後の女性が
入浴施設をより容易に、そして快適に利用できるよう
になるだろうと考えられる。
　アンケート用紙に記載された意見及び要望は表3に

集約されている。乳がん手術後の女性は、自己の身体
像の変化に戸惑い、手術により腕や肩の動きが制限さ
れるなど、多くの心身の不調を経験している。特に入
浴施設に対する感情は複雑であり、以前のように温泉
を楽しみたいという願望が強い一方で、人目が気にな
ることで躊躇している様子が見受けられる。
　入浴着の着用許可がある施設が不明であること、浴
槽への持ち込みが許可されているタオルと入浴着が異

表３　自身の身体、入浴、入浴着についての自由意見及び要望
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なるという認識の不足など、社会的な理解の欠如が指
摘されている。入浴着に対する要望は、「目立たない」
「シンプルなもの」「透けないもの」「締め付け感のな
いもの」「低価格」であることが強調されており、着
用に際してストレスを感じない設計が求められてい
る。
　表3では、具体的な身体的変化やそれに伴う不調、
温泉に対する感情、入浴着に対する具体的な意見や要
望が詳述されており、乳がん術後の女性が直面する課
題と、それに対する支援の必要性が明らかになってい
る。これらの声を反映した入浴着の開発は、乳がん術
後の女性の生活の質を高めるために不可欠であると考
えられる。
４） 入浴着の試作
　アンケートに記述された入浴着に対する意見や機能
要望を踏まえて、素材選定や縫製方法の検討が行われ
た。市販品に見られる特徴を参考に、生地仕様と編み
物仕様の2種類の試作品が作成された。
　表4には、質問用紙に記述された入浴着に求める機
能とそれを実現するための工夫案が記載されている。
例えば、着脱の容易さや速乾性、目立たない色選び、

サイズ展開の容易さ、背中の洗いやすさ、手術痕のカ
バー、縫い目による不快感の軽減などが挙げられてい
る。
　表5では、試作品1の写真と共に、その特徴が説明さ
れている。前開きの形状、背中部分の開放性、速乾性
素材の選択、パット入れの追加、マジックテープによ
るサイズ調整の可能性、外側に配置された縫い目など
が示されている。
　表6には、試作品2に関する写真と詳細が記載されて
おり、縫い目が肌に触れないようにする「ホールガー
メント」技術による立体的な編み上げが特徴である。
　表7では、試作品3の写真と共に、生地端の仕上げに
関する工夫が紹介されている。これは、「ホールガー
メント」技術で編み上げられた生地の端部をポリエス
テル素材のテープで縁取りし、端のカールをカバーし
ている。
　以上の試作品は、乳がん手術後の女性のニーズを反
映しており、着用時の快適性と機能性を高めることを
目指して開発された。今後の検討事項として、これら
の試作品を用いた実際の使用感の評価が必要であると
考えられる。

表４　質問用紙に記述された入浴着に求めたい機能と工夫案
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表５　試作品１

表６　試作品２

表７　試作品３



―  58  ―

畿央大学紀要　第20巻　第２号

５） 試作入浴着の試着によるヒアリング調査の結果
（表８）。
　試作品1は、胸回りをしっかり覆うデザインにより、
「着衣をして入浴している」との感覚があった。生地
の伸縮性の欠如は、胸の形状の左右差をカバーできる
利点として挙げられるが、着脱の難しさや動きの拘束
感、袖ぐりの窮屈さといった問題点も生じている。試
作品2はホールガーメント技術を採用し、縫い目がな

いため肌への違和感がないが、伸縮性のある生地によ
り胸の形状の左右差を隠すには不十分であった。また、
編み目から水が浸入することでお湯切れが悪化すると
いう問題が指摘された。試作品3では、生地端のカー
ルを防ぐために縁取りテープAを施したものの、テー
プに含まれたお湯が冷えると冷たさを感じるという問
題があった。

表８　試作入浴着の試着によるヒアリング調査の結果
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　試作品1、2、3のいずれも背面が大きく開いたデザ
インであり、背中の洗浄が容易であった。しかし、試
作品間で着脱のしやすさ、着用感、お湯切れの良さに
差があり、これらの点においてさらなる改善が必要で
ある。

５．まとめ

　本研究では、乳がん術後女性のQOL向上を目的と
して、入浴着に関する研究を実施した。認知度の向上
に関する取り組みとして、厚生労働省から2011年に出
された通達を受け、関西地方の自治体を対象にした調
査を行った結果、周知活動が不十分な自治体が存在す
ることが明らかになった。また、「あけぼの会」奈良
支部の会員86名を対象に行ったアンケート調査によ
り、入浴着の認知度は半数程度にとどまっていること
が判明し、奈良県内の入浴施設における入浴着利用の
認知と理解が不足している実態が示された。
　市販入浴着の調査では、ポリエステルやナイロンな
ど疎水性の高い生地が主流であり、胸の形状をカバー
するデザインに工夫が見られた。しかし、試着を行っ
た女性からは、手術痕の目立ちやすさや、水に浮く問
題などのフィードバックが寄せられた。これらの意見
を踏まえ、試作品の開発に着手した。初めの試作品で
は、伸縮性がないことによる不快感や着脱の困難さが
問題となったため、次の試作品ではホールガーメント
技術を導入した。これにより肌触りは改善されたが、
速乾性素材を使用しても編み目にお湯が溜まり、お湯
切れの悪さを感じるという新たな問題が発生した。
　今後の研究では、これらの問題点の改良を行い、快
適な入浴着の開発を目指す。同時に、入浴着の認知度
を高めることにも努めたい。
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